
宣 言 日 令和6年1月17日

住 所 埼玉県上尾市井戸木２－２－１

県 内 企 業 等 の 名 称 学校法人葵学園

代表者役職 氏名 理事長　新井 悅二

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①10％　②１００％の維持

＜３年後に向けた指標＞
環境

①3％　②１００％の維持

電気使用量の削減、及びエコロジーペーパーの
利用率向上を図る。
＜（現状値）2023年の数値＞
①電気使用量の削減：１％（1030kw）（対
2022年度比）　※基準となる1年あたりの電
気使用量：103,000kw/年（2022年度実績）
②エコロジ-ペ-パ-利用率：100％(65万枚/
年）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

葵学園では、持続可能な開発目標である「SDGs」の達成に向けて、学生、教職員が一丸となって取り
組むとともに、医療及び福祉の従事者として高い技術と知識を備え 、またその応用力を生かせる豊か
な人間性をもった人材の育成を通して、社会貢献を続けてまいります。

学校法人葵学園

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

公開講座の開催や、健康福祉祭りに参加
し、健康増進活動に貢献する。
＜（現状値）2023年の数値＞
年3回実施　参加者延べ人数108名/年

＜2030年に向けた指標＞

年5回実施　参加者延べ人数250名/年

＜３年後に向けた指標＞

年3回実施　参加者延べ人数150名/年

経済

健康寿命を延ばし、医療・介護保険費の抑
制につながる医療従事者を輩出する。
＜（現状値）2023年の数値＞
医療従事者の排出：122名/年

＜2030年に向けた指標＞

150名/年

＜３年後に向けた指標＞

140名/年


